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1.　私どもは，家庭生活を幸福にする一手段 として家

族経済の安定向上をは かる のであ るが，そ のためには，

予算生活の実行が最良の方 法と考え られ る。 また，予算

生活実行に当 って家 計簿記 の記帳 が出発点 となるとい っ

ても過言では ない と思 う。そこで，前三回は， 調査 によ

!），家 計簿記 普及上 の問題点 を見 出し， その普及方 法を･

考察し た。既述 のように，記帳者 の家 計簿に対 する要求

は， まちまちなので，在来 のものとは異なった家計簿を

考案 するこ とは，記帳し てい ない家庭 や家計簿に不満を

もってい る家庭 でこ れが用 いられれば,家 計簿記の普及，

ひい ては家族経済の安定向上 をは かる一方法 となろ うか

と考 えた。

2.　すべての取引 を記 入でき，正確 な決算ができレ か

つ，誰 にでも理解し易く，簡単に記帳できるよ うな組織

の家 計簿記を目標として工夫考案した。これ を用い て，

記帳実験を行ない検討 を加え た。

3.　記帳実験によ'0, この家 計簿記は，複式 簿記の理

論を知らなくて も正確な記帳 と決算 のでき る組織で あり

また，記帳者の能力の程度に応じた用い方 がで き，記帳

の方法 は簡 単容易であ ると考 えられるに至 ったので発表

させていただく。


